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た．1983 年 12 月から 2004 年 1 月の期間に当科で遊離空腸再建術を受けた 85 例のうち生
存が確認されている 25 例を対象とした．平均術後観察期間は 51.9 か月（3―159 か月）で
あった．術式は端側吻合が 20 例，端々吻合 4 例，空腸パッチ 1 例であった．自覚的嚥下・
発声機能をアンケートにより評価した．解答率は 44％であった．食種は 10 例（90.9％）が







たことが残念であった．   
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